
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 7.9.12

①環境に優しい天然鉱物（珪砂）の利
用、プラスチック代替や使用率削減など
を目指した環境配慮型製品の開発により
持続可能性を向上させます。
②環境負荷低減のRCSを拡販し作業環境
だけでなく、廃棄物の低減、珪砂の再利
用にもつながり、人体影響、省資源化、
廃棄物の削減に貢献する。

①環境に配慮した新しい製品開発
　5点開発【目標年次：2030年】
②速乾性水性塗型剤の拡販 360ｔ切替
　環境負荷低減樹脂の拡販 360ｔ切替
　作業環境対策RCSの拡販 5件獲得
　【目標年次：2024年】

社会 4.5.10

①トウチュウにおいて、多様な人材が生
き生きと安心して働ける職場環境の確保
を目指した取組の推進
②老朽化設備の修繕、エネルギー効率を
高めた設備の新設等、課題達成や問題解
決できる人材（QC活動手法）の育成に取
り組む

①女性社員比率 20％
　女性の管理職比率 10％
　　※2030年時点での達成度で算定
　外国人の採用（新卒含む） 10名採用
　外国人の職場体験 10名受入
　障がい者の採用 10名採用
　障がい者の職場体験 10名受入
　【目標年次：2030年】
②QC活動教育 6回実施 ※2024年まで
　自主保全研修センター教育の実施
　18回実施【目標年次：2024年】

環境 7.9.12

①低炭素社会に向けた商品製造から使
用、廃棄までのCO2削減
②ペーパーレス化、社用車のクリーン技
術車への転換を進め、資源利用効率の向
上により環境保全に取組みます。

①CO2排出量 30％削減
　※2018年度比
　【目標年次：2030年】
②ペーパーレス化 50％削減
　※2020年度比
　社用車のFCEV・HV・EV化 100％達成
　【目標年次：2030年】

取組・
活動内容

トウチュウでは、創業以来 社訓の『一致協力』を掲げ、経営理念のメッセージである『みんなの幸せと
企業の繁栄』、品質方針の『関連する法規制を順守することにより社会的責任を果たす』、また環境方
針である『環境負荷となる廃棄物の低減』『生産の効率化によるエネルギーの低減』『工業立地条件を
考慮した環境リスクの低減』を中心に取り組んで参りました。
以上の社訓、経営理念、品質方針、環境方針は、SDGsが掲げる17の目標にも繋がっており、これからも
経営を行う上で継続して取り組んで参ります。
私たちは、国連において2015年に採択された『持続可能な開発目標（SDGs）』を、『2030年までのある
べき姿』と捉え、「事業活動を通じた社会課題の解決」と「活動を支える経営基盤」を軸に、SDGsに
沿った優先課題を選定し、長期的な目標やKPIを設定し取り組んで参ります。
トウチュウで働く一人一人が『ＭＹ ＳＤＧｓ』を唱え、自ら考えて行動し優先課題の解決に向けて挑戦
し続けることで、ＳＤＧｓの達成はもとよりトウチュウの発展にも繋がるととらえています。
当社の強みである『珪砂』『鋳造』事業を更に発展させ、サステナビリティ経営に取り組むことで、皆
様から認識いただける企業であり続ける様、努めてまいります。

株式会社トウチュウ


